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　農業とは何か。養液栽培法の普及は，そんな素朴な
疑問を起こさせているのではないだろうか。もちろ
ん，我国の養液栽培技術そのものは，急に開発された
ものではなく，1960年以降の歴史を持っているし，古
くは第二次世界大戦直後のアメリカ軍による“清浄野
菜”生産にまで遡ることができる。しかし，農家が養
液栽培を経営の一部門として取り入れたり，それによ
って生産されだ野菜等を店頭でしばしば見かけるよ
うになった今日，農業とは何かを問い直してみる必要
があるように思う。それはすなわち，農業にとって土
とは何かを問い直すことであろう。何故なら，農業と
いう言葉の起源を考えてみれぽ明らかである。例え
ば農業の「農」とは，「林を焼いて，硬くなった土
を貝を使って耕したという意味を残している」（松尾
嘉郎・奥薗壽子『絵とき　生きている土の世界』）の
である。また，英語の「農業」すなわちagriculture
は，ラテソ語のagriculttira（ager畑＋cultfira耕作す
る）に由来する（小学館『英和中辞典』）。いずれも，
農業と土とは一体のものである。そして，一般に「農
業」と言うとき，疑いなく「土」が連想される。極論
すれば，養液栽培とは，その連想を許さない栽培法で
ある。すべての農業がそれに置き代わるかどうかでは
なく，そうしたものを簡単に目にすることができるよ
うになったのである。
　ところで，土を基盤とする農業にとって，有機物特
に堆厩肥の施用が有効であることは言うまでもない。
しかし，実験室や机上での話なら十分理解することが
できたとしても，実際の生産現場でそれを実行するこ
とは容易ではない。そこに，いわゆる地力問題の発生
があり，その解決を困難にさせる一一ee因があるように
思う。もちろん，生産現場では，実験室や机上では理
解しにくい有機物施用の効果や，不施用の場合のさま
ざまな障害等を実感できるということはある。しかし，
化学肥料一辺倒が悪いとしても，それによって一度得
た利便性を失うことは，誤解を恐れずにいささか飛躍
した比愉をすれば，東京～札幌を航空機で往復するこ
とに慣れた人が，夜行の鈍行列車で往復することが困
難であるのと同様の苦痛を伴うであろう。ここで，化
学肥料一辺倒の栽培方法とは，農薬や土壌改良資材等
の化学物質とセットになって成り立つものであり，そ
れら全体としての化学化された農業が問題であること
はもちろんである。
　一方，養液栽培で収穫された作物は本物の味がしな
いと言う人もいる。また，養液栽培は農業ではないと
する人もいる。それでは，額に汗し，腰を曲げ，土を
基盤とするものだけが農業なのだろうか。「本物の味」
がどんなものであるか明確ではないし，農家が実際に
養液栽培を経営の一部門としていることを無視して，
経済学的に生産過程だけから農業ではないものとして
視野の外においてしまうことは正しくない。むしろ，
養液栽培法から，土を基盤とする農業のあり方を再検
討すべきであろう。
　調査した農家の中で，トマトの養液栽培農家は，
「養液栽培は全然儲からない」が，「土の栽培は二度
としたくない」，何故なら「堆肥づくりが大変だし，
埃まみれになるのは嫌だ」と言い，養液・土耕両方式
で観光イチゴ園を経営する農家では，高校生の娘が
「養液の方の手伝いはするが，土耕ハウスには足を踏
み入れない」と言う。すでに，養液栽培法を取り入れ
ている農家の意見であるので，それに対する評価は当
然高いものになるが，ここには有機質肥料施用の難し
さや，後継者確保の難しさが現れていないだろうか。
逆に，土耕のみの農家では，養液栽培は「農業ではな
い」「費用ばかりかかって儲からない」という意見が
あった。
　また，技術的にみれば，土は，「緩衝力」を持って
いると考えられる。すなわち，人間の働きかけに失敗
やミスがあっても，それを直接作物に繋げるのではな
く，一旦吸収することによって，影響力が弱くなる。
それは逆に，人間の工夫や努力を作物に直接繋げてく
れないということでもある。
　これら土耕・養液栽培の有利性・不利性を検討し，
両者の存立条件を整理することを通じて，土の重要性
を経営的に考察し，報告したい。
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